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私
学
助
成
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
が
我

が
国
の
学
校
教
育
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る

役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
私
立
学
校
振
興
助

成
法
に
基
づ
き
、
私
立
学
校
の
教
育
研
究
条

件
の
維
持
及
び
向
上
、
学
生
・
生
徒
等
に
か

か
る
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
私
立
学
校
の
経
営
の
健
全
性
を
高

め
る
た
め
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
概
算
要
求
は
、
29
年
７
月
20

日
に
閣
議
了
解
さ
れ
た
「
平
成
30
年
度
予
算

の
概
算
要
求
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
方
針

に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
文
部
科
学
省
全
体
と
し
て
は
、「
学

ぶ
意
欲
と
能
力
の
あ
る
全
て
の
子
供
・
若
者
、

社
会
人
が
質
の
高
い
教
育
を
受
け
、
一
人
一

人
が
そ
の
能
力
を
最
大
限
伸
長
で
き
る
社
会

の
実
現
、
世
界
で
最
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

適
し
た
国
へ
の
変
革
、
ス
ポ
ー
ツ
立
国
・
文

化
芸
術
立
国
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
、『
人

生
１
０
０
年
時
代
』
も
見
据
え
、『
未
来
へ

の
先
行
投
資
』
で
あ
る
教
育
再
生
、
科
学
技

術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
関

連
施
策
に
取
り
組
み
、『
人
づ
く
り
』
を
強
力

に
推
進
し
、
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
そ

の
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
『
一
億
総
活

躍
社
会
』の
実
現
を
図
る
」こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
概
算
要
求
を
８
月
31
日

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
特
に
、
私
学
助
成
関
係
予
算

に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
４
８
０
億
円
増
の

４
７
６
９
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助

　

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
の
平
成
30
年
度

概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
私
立
大
学
等
の
運

営
に
必
要
な
経
常
費
補
助
金
を
確
保
し
、
教

育
研
究
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
私
立
大
学

等
や
地
域
に
貢
献
す
る
私
立
大
学
等
に
対
す

る
支
援
、
高
等
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
格
差
の

是
正
等
に
向
け
た
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

一
般
補
助
で
は
、
大
学
等
の
運
営
に
不
可

欠
な
教
育
研
究
に
か
か
る
経
常
的
経
費
に
つ

い
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
質
保
証

や
経
営
力
強
化
に
向
け
た
メ
リ
ハ
リ
あ
る
配

分
を
実
施
す
る
た
め
、
対
前
年
度
44
億
円
増

の
２
７
３
３
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
補
助
で
は
、
32
年
度
以
降
の
18
歳
人

口
の
急
激
な
減
少
や
経
済
社
会
の
急
激
な
変

平
成
30
年
度　

私
学
助
成
関
係
予
算
の
概
算
要
求

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
助
成
課

406 303

283 233

123 70

26 14

640
317

2,733 44

550 86

189 13

67 12

36 7

164 ( 62 )

3,283 130

13

1,057 35

878 11

152 24

27

30

P02-助成業務.indd   2P02-助成業務.indd   2 2017/09/21   18:31:252017/09/21   18:31:25



平成 2 9 年 1 0 月 1 日　第 2 3 8 号

3

助
成
業
務

化
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
特
色
を
活
か
し
て
改
革

に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
層
的
に
支
援
す
る

た
め
、
対
前
年
度
86
億
円
増
の
５
５
０
億
円

を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
項
と
し
て
、
ま
ず
、「
私
立
大
学

等
改
革
総
合
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
教

育
の
質
的
転
換
や
、
産
業
界
・
他
大
学
等
と

の
連
携
、
地
域
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
形
成
に
よ
る
資
源
の
集
中
化
・
共
有
な
ど
、

特
色
化
・
機
能
強
化
に
向
け
た
改
革
に
全
学

的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
大
学
等
を
重
点
的

に
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
、
対
前
年
度
13
億

円
増
の
１
８
９
億
円
（
一
般
補
助
及
び
特
別

補
助
の
内
数
）
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
」
は
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、大
学
の
特
色
あ
る
研
究
を
基
軸
と
し
て
、

全
学
的
な
独
自
色
を
大
き
く
打
ち
出
す
取
り

組
み
を
行
う
大
学
に
対
し
、
重
点
的
に
支
援

す
る
も
の
で
あ
り
、
対
前
年
度
12
億
円
増
の

67
億
円
（
特
別
補
助
の
内
数
）
を
要
求
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、若
手
研
究
者
等
へ
の
支
援
と
し
て
、

知
の
創
出
を
は
じ
め
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
中
核
を
担
う
若
手
研
究
者
の

育
成
と
活
躍
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
等
を

行
う
大
学
等
を
重
点
的
に
支
援
す
る
た
め
、

対
前
年
度
７
億
円
増
の
36
億
円
（
特
別
補
助

の
内
数
）
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
経
済
的
に
修
学
困
難
な
学
生
に

対
す
る
授
業
料
減
免
等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

１
６
４
億
円
（
特
別
補
助
の
内
数
）
を
要
求

し
て
お
り
、
特
に
、
優
秀
な
博
士
課
程
学
生

へ
の
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
意
欲
と

能
力
が
あ
り
、
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
に
対

す
る
集
中
的
な
支
援
を
行
う
た
め
の
補
助
率

の
か
さ
上
げ
を
行
い
、
高
等
教
育
を
受
け
る

機
会
保
障
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
の
総
額
は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
対
前
年

度
１
３
０
億
円
増
の
３
２
８
３
億
円
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
復
興
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
引

き
続
き
被
災
３
県
に
所
在
す
る
大
学
等
の
安

定
的
な
教
育
研
究
環
境
の
整
備
や
被
災
学
生

の
授
業
料
減
免
等
を
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
、
13
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
述
の
「
私
立
大
学
等
改
革

総
合
支
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
教
育
の

質
的
転
換
等
の
改
革
の
基
盤
と
な
る
教
育
研

究
設
備
の
整
備
を
支
援
す
る
「
私
立
大
学
等

教
育
研
究
活
性
化
設
備
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
、
13
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助

　

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
は
、

私
立
の
高
等
学
校
、
中
学
校
、
小
学
校
及
び

幼
稚
園
等
に
経
常
費
助
成
を
行
う
都
道
府
県

に
対
し
て
、
国
が
そ
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。

　

30
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
一
般
補
助

の
幼
児
児
童
生
徒
数
の
増
減
を
反
映
す
る
と

と
も
に
、
一
人
当
た
り
単
価
を
１
・
２
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

特
別
補
助
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
の
推
進
や
外
部
人
材
の
活
用
等
に
よ
る
教

育
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
学
校
へ
の
支
援

を
充
実
す
る
た
め
、「
教
育
の
質
の
向
上
を

図
る
学
校
支
援
経
費
」
に
つ
い
て
、
36
億
円

を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、障
害
の
あ
る
幼
児
の
受
け
入
れ（
幼

稚
園
等
特
別
支
援
経
費
）
や
長
時
間
・
長
期

休
業
中
等
の
預
か
り
保
育
を
実
施
す
る
園
に

対
す
る
支
援
等
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
過
疎
高
等
学
校
特
別
経
費
、

授
業
料
減
免
事
業
等
支
援
特
別
経
費
に
つ
い

て
、
必
要
な
経
費
を
引
き
続
き
要
求
す
る
と

と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
等
の
特
定
の
教
育

分
野
に
つ
い
て
、
国
が
そ
の
教
育
の
推
進
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
、
特
定
教

育
方
法
支
援
事
業
を
引
き
続
き
要
求
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
の
総
額
は
35
億
円
増
の
１
０
５
７
億
円
を

要
求
し
て
い
ま
す
。

私
立
学
校
施
設
・
設
備
の
整
備
の
推
進

　

私
立
学
校
施
設
・
設
備
整
備
の
補
助
は
、

建
学
の
精
神
や
特
色
を
活
か
し
た
質
の
高
い

教
育
研
究
活
動
の
基
盤
の
整
備
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。
特
に
、
熊
本
地
震
や
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
等
を
踏
ま
え
、
ま
た
今
後
発
生

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
に

備
え
、
早
急
な
児
童
・
生
徒
等
の
安
全
確
保

が
不
可
欠
で
あ
り
、
私
立
学
校
施
設
の
耐
震

化
を
一
層
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
耐
震
改
築
及
び
耐
震
補
強
等

に
よ
る
防
災
機
能
強
化
の
た
め
の
施
設
整
備

等
に
対
す
る
支
援
と
し
て
２
８
３
億
円
（
私

立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事
業
費
補
助
の
一

部
を
含
む
）
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
の
融
資
を
受
け
て
実
施
さ
れ
る
私
立
学
校

が
行
う
耐
震
改
築
・
改
修
事
業
、
私
立
大
学

病
院
の
建
て
替
え
整
備
事
業
に
つ
い
て
利
子

助
成
を
行
う
私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事

業
費
補
助
に
つ
い
て
も
13
億
円
要
求
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
教
育
・
研
究
装
置
等
の
整
備
と

し
て
１
２
３
億
円
を
要
求
し
て
お
り
、
人
材

育
成
機
能
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
、
私
立

大
学
等
の
教
育
研
究
基
盤
整
備
に
対
す
る
支

援
と
し
て
52
億
円
を
要
求
し
て
い
る
ほ
か
、

前
述
の
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

事
業
」（
29
億
円
）・「
私
立
大
学
等
改
革
総

合
支
援
事
業
」（
３
億
円
）
に
お
け
る
施
設
・

装
置
等
を
通
じ
た
支
援
、「
私
立
高
等
学
校

等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
等
設
備
整
備
推
進
事
業
」

（
26
億
円
）
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
等
に
向
け

た
支
援
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
私
立
学
校
施
設
・
設
備

整
備
費
全
体
は
、
対
前
年
度
３
０
３
億
円
増

の
４
０
６
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の

貸
付
事
業

　

日
本
私
立
学
校
振
興・共
済
事
業
団
の
30
年
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産
業
の
高
度
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

の
中
で
、
職
業
は
よ
り
専
門
分
化
し
、
職
業

人
と
し
て
専
門
的
な
知
識
・
技
能
が
一
層
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
産

業
を
担
い
、
実
践
的
に
活
躍
し
、
あ
る
い
は

我
が
国
の
産
業
を
牽
引
し
て
い
く
人
材
を
各

分
野
に
お
い
て
養
成
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
の
た
め
の
職
業
教
育
を
充
実
し
て
い

く
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

専
修
学
校
は
こ
れ
ま
で
も
、
柔
軟
な
制
度

的
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
分
野
に

お
い
て
、
産
業
界
等
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
職

業
に
直
結
す
る
教
育
を
行
い
、
各
地
域
で
活

躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
を
養
成

し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、「
こ
れ
か
ら
の
専
修
学

校
教
育
の
振
興
の
あ
り
方
検
討
会
議
」
に
お

い
て
、
専
修
学
校
教
育
の
振
興
策
に
つ
い
て

総
合
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、29
年
３
月
に
「
こ

れ
か
ら
の
専
修
学
校
教
育
の
振
興
の
あ
り
方

に
つ
い
て
（
報
告
）」
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

本
報
告
で
は
、
①
人
材
養
成
（
専
修
学
校
教

育
の
人
材
養
成
機
能
の
向
上
）、
②
質
保
証
・

向
上
（
専
修
学
校
教
育
の
質
保
証
・
向
上
）、

③
学
習
環
境
（
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
保
障
）
の
三
つ
を
柱
と
し
た
多
様
な
振
興

策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
と
し
て
、
こ
う
し
た
提
言
も

踏
ま
え
て
、
専
修
学
校
制
度
の
特
色
を
活
か

し
た
各
種
施
策
の
充
実
等
を
図
る
な
ど
専
修

学
校
教
育
の
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

30
年
度
専
修
学
校
関
係
予
算
と
し
て
概
算

要
求
し
て
い
る
主
な
事
項
は
次
の
と
お
り
で

す
。専

修
学
校
に
よ
る
地
域
産
業
中
核
的
人
材

養
成
事
業

　

各
分
野
や
各
地
域
に
応
じ
た
中
長
期
的
な

人
材
育
成
に
向
け
た
産
官
学
の
協
議
体
制
の

構
築
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
来
る
べ
き

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

５
・
０
等
の
時
代
に
求
め

ら
れ
る
能
力
（
例
：「
Ｉ
Ｔ
力
」
を
融
合
し

た
専
門
能
力
等
）、
地
方
創
生
に
向
け
て
各

地
域
の
課
題
解
決
や
発
展
に
今
後
必
要
と
な

る
人
材
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
養
成
に
向
け

た
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発
や
社
会

人
の
学
び
直
し
の
推
進
、
効
果
的
な
産
学
連

携
教
育
の
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

作
成
等
を
進
め
る
た
め
、
前
年
度
５
億
円
増

の
22
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度　

専
修
学
校
関
係
予
算
の
概
算
要
求

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
専
修
学
校
教
育
振
興
室

度
の
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
の

耐
震
改
築
・
改
修
事
業
、
老
朽
校
舎
等
の
建

て
替
え
整
備
事
業
、
施
設
・
設
備
の
整
備
、

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
か
か
る
災
害
復
旧
事

業
等
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
と
し
て
６
４
０

億
円
を
計
画
し
て
お
り
、
そ
の
財
源
の
一
部

と
し
て
財
政
融
資
資
金
３
１
７
億
円
を
要
求

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
化
の
さ
ら
な
る
促
進
や
、
私

立
大
学
附
属
病
院
の
機
能
強
化
等
を
図
る
た

め
、
一
般
施
設
費
・
特
別
施
設
費
に
、
貸
付

期
間
30
年
（
据
え
置
き
期
間
３
年
）・
固
定

金
利
の
貸
付
メ
ニ
ュ
ー
の
創
設
を
新
た
に
要

求
し
て
い
ま
す
。

私
学
助
成
改
革
推
進
委
託
事
業

　

私
学
助
成
改
革
推
進
委
託
事
業
に
つ
い
て

は
、
私
学
助
成
を
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に

配
分
す
る
た
め
の
検
証
の
し
く
み
を
構
築
す

る
た
め
、
新
た
に
11
億
円
を
要
求
し
て
い
ま

す
。

　

本
事
業
で
は
、
経
営
強
化
に
向
け
た
連
携

方
策
や
私
学
助
成
の
効
果
に
か
か
る
分
析
、

各
都
道
府
県
が
実
施
し
て
い
る
私
学
助
成
の

実
態
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
実
施
し
、
得

ら
れ
た
成
果
を
私
学
助
成
の
配
分
方
法
や
制

度
等
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
私
立
大
学
等

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
好
事
例
の
展

開
、
政
策
の
定
着
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

専
修
学
校
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
推
進
支
援

事
業

　

諸
外
国
に
お
け
る
日
本
の
専
修
学
校
の
広

報
・
優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
掘
り
起
こ
し
、

日
本
語
教
育
支
援
や
修
学
支
援
、
留
学
生
の

在
籍
管
理
、
卒
業
後
の
国
内
へ
の
定
着
支
援

な
ど
、
専
修
学
校
へ
の
留
学
に
か
か
る
入
口

か
ら
出
口
に
至
る
ま
で
の
総
合
的
・
戦
略
的

な
留
学
生
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
各
地
域

に
お
け
る
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ

る
モ
デ
ル
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
専

修
学
校
の
外
国
人
留
学
生
の
実
態
把
握
に
向

け
て
、
留
学
動
向
や
そ
の
後
の
就
職
状
況
、

並
び
に
日
本
人
学
生
の
留
学
状
況
に
つ
い

て
、
全
国
的
な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
引

き
続
き
必
要
な
経
費
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

職
業
実
践
専
門
課
程
等
を
通
じ
た
専
修
学

校
の
質
保
証
・
向
上
の
推
進

　

職
業
実
践
専
門
課
程
に
よ
る
取
り
組
み
の

さ
ら
な
る
質
向
上
に
向
け
た
先
進
モ
デ
ル
の

開
発
や
、
教
職
員
の
資
質
能
力
向
上
の
推
進

に
向
け
た
自
立
的
・
持
続
的
な
研
修
体
制
づ

く
り
及
び
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
等
、
専

修
学
校
全
体
の
質
保
証
・
向
上
に
向
け
た
多

様
な
取
り
組
み
の
推
進
に
必
要
な
経
費
を
引

き
続
き
要
求
し
て
い
ま
す
。

専
修
学
校
と
地
域
の
連
携
深
化
に
よ
る
職

業
教
育
魅
力
発
信
力
強
化
事
業

　

専
修
学
校
が
担
う
職
業
教
育
の
魅
力
発
信
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30

力
を
強
化
す
る
た
め
、
効
果
的

な
情
報
集
約
・
情
報
発
信
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
・
検
証
を

行
う
と
と
も
に
、
専
修
学
校
と

各
教
育
機
関
や
企
業
等
が
連
携

し
、
専
修
学
校
の
職
業
教
育
機

能
を
活
か
し
た
体
感
型
の
学
習

機
会（
職
業
体
験
講
座
の
提
供
、

出
前
授
業
）
等
を
提
供
し
た
際

の
効
果
、
連
携
に
当
た
っ
て
の

留
意
点
を
整
理
す
る
た
め
、
新

た
に
１
億
円
を
要
求
し
て
い
ま

す
。専

門
学
校
生
へ
の
効
果
的
な

経
済
的
支
援
の
在
り
方
に
関

す
る
実
証
研
究
事
業

　

意
欲
と
能
力
の
あ
る
専
門
学

校
生
や
専
門
学
校
進
学
希
望
者

が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
を

断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

専
門
学
校
生
に
対
す
る
経
済
的

支
援
策
に
つ
い
て
総
合
的
な
検

討
を
進
め
る
た
め
、
教
育
機
会

を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組

み
、
公
費
投
入
に
つ
い
て
の
教

育
的
効
果
の
検
証
や
効
果
的
な

修
学
支
援
の
検
証
等
に
つ
い
て

実
証
的
な
研
究
を
行
う
た
め
、

引
き
続
き
必
要
な
経
費
を
要
求

し
て
い
ま
す
。
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学
校
法
人　

佐
野
学
園

対
象
校　

神
田
外
語
大
学

所
在
地　

千
葉
市　

美
浜
区

対
象
事
業　

校
舎
耐
火
鉄
骨
増
築

応
対
者

　
　
　

事
務
局
長　
　

菅
野　

文
博 

氏

　
　
　

学
事
部
係
長　

茂
又　

佑
子 

氏

　

神
田
外
語
大
学
は
、
千
葉
市
の
幕
張
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
え
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
校
舎
、

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
芝
生
の
広
場
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
広
が
り
、
近
代
的
な
建
物
と
自
然

が
う
ま
く
調
和
し
た
、
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
で
す
。

　

同
大
学
は
、
１
９
８
７
年
の
開
学
以
来
、

「
言
葉
は
世
界
を
つ
な
ぐ
平
和
の
礎
」
と
い

う
建
学
の
理
念
の
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の

一
員
と
し
て
世
界
に
貢
献
す
る
意
欲
と
能
力

を
備
え
た
人
材
の
育
成
に
邁
進
し
、
今
年
、

創
立
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
少
人
数
教
育
の
実
現

と
自
立
学
習
環
境
の
強
化
の
た
め
、今
年
４
月
、

新
た
な
英
語
の
学
び
舎
で
あ
る
８
号
館
（
通

称
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」（
ク
イ
ス
エ
イ
ト
））
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
私
学
事
業
団
融
資
の
対
象
と

な
っ
た
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、

同
大
学
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

新設した8号館「KUIS8」

―
―
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
を
建
設
さ
れ
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
を
新
設
す
る
き
っ
か
け
は
、

学
生
の
語
学
運
用
能
力
を
さ
ら
に
引
き
上
げ

る
た
め
、
授
業
の
さ
ら
な
る
少
人
数
化
と
自

立
学
習
施
設
の
充
実
化
を
図
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

１
ク
ラ
ス
を
20
人
以
下
に
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
15
室
の
教
室
が
必
要
で
あ
り
、
教
育

棟
を
一
つ
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、学
生
た
ち
の
課
外
で
の
自
立
学
習
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
た
た
め
、
他
校
か
ら
も
注
目
を

集
め
て
い
た
自
立
学
習
施
設
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ

（
サ
ク
ラ
）」（
先
端
的
な
語
学
と
Ｉ
Ｔ
学
習
セ

ン
タ
ー
）
を
拡
充
し
、
学
生
全
員
が
利
用
で

き
る
施
設
を
建
設
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
ち
ょ
う
ど
創
立
30
周
年

を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
新
た
な
時
代
に
向

け
た
教
育
改
革
の
一
環
と
し
て
、
新
校
舎
を

建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
建
設
を
機
に
、
さ
ら
な
る
自
立

学
習
環
境
の
強
化
を
図
る
た
め
、
以
前
か
ら

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」に
設
置
し
て
い
た「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｃ
」

（
サ
ル
ク
）
や
「
Ｅ
Ｌ
Ｉ
」（
イ
ー
エ
ル
ア
イ
）

と
い
う
自
立
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
環
境
を
８
号

館
に
移
設
・
拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
建
設
に
当
た
り
、
学
生
が
自
主

的
に
学
習
す
る
た
め
に
、
自
ら
足
を
運
び
た

く
な
る
よ
う
な
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
、学
生
や
教
員
を
集
め
て
、

繰
り
返
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
意
見

を
集
約
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
・
設
備
や
イ
ン
テ
リ
ア
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
概
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
、
あ
え
て
教
育
施
設
を

手
掛
け
た
こ
と
の
な
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼

し
ま
し
た
。

　

よ
り
良
い
施
設
に
す
る
た
め
、
理
事
長
を

中
心
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ
ン
バ
ー
、

教
員
、
学
生
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
意
見
の
交

換
を
繰
り
返
し
行
い
、
新
校
舎
の
完
成
ま
で

に
は
３
年
半
を
費
や
し
ま
し
た
。
時
に
は
意

見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と

こ
と
ん
話
し
合
っ
た
こ
と
で
、
自
由
な
雰
囲

気
で
学
生
の
柔
軟
な
発
想
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
校
舎
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

―
―
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
は
ど
の
よ
う
な
施
設

で
す
か
。

　
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南

東
に
あ
る
芝
生
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。

　

曲
線
を
描
く
ガ
ラ
ス
張
り
の
壁
面
が
特
徴

的
で
、多
く
の
学
生
の
学
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
中
心
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
階
の
メ
イ
ン
は
、
神
田
外
語
大
学
の
学

び
の
象
徴
と
も
い
え
る
自
立
学
習
ス
ペ
ー
ス

「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｃ
」
で
す
。

「イングリッシュラウンジ」での学習風景

　
「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｃ
」
に
は
、
語
学
教
育
専
門
の

教
員
で
あ
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

12
人
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
学
習
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
悩
ん
だ

学
生
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｃ
」
に
来
て
気
軽
に
ラ
ー

事
業
団
資
金
で
明
日
を
拓
く

事
業
団
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
学
校
紹
介
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ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
ま
す
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
課
題
を
見
つ
け
、
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
の
学
習
計
画
を
立
て
、

コ
メ
ン
ト
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
な
が

ら
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
学
習
計

画
を
通
し
て
、
学
生
は
自
主
的
な
学
習
方
法

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｃ
」
は
、
学
生
自
ら
が
、
一
つ

一
つ
課
題
を
乗
り
越
え
て
自
信
を
つ
け
、
さ

ら
に
新
た
な
課
題
に
挑
戦
し
て
い
く
循
環
型

の
自
立
学
習
空
間
で
す
。

　

ま
た
、教
室
を
増
設
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、授

業
の
さ
ら
な
る
少
人
数
化
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
Ｌ
Ｓ
」（
ビ
ー
エ
ル
エ
ス
）
と
呼
ん
で

い
る
教
室
は
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
て

い
て
、
３
面
に
配
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
、
同
時
に
複
数
の
学
生

が
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
ど
の

面
に
も
映
写
が
可
能
で
、
教
室
内
を
自
由
に

移
動
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
軽
食
を
買
う
こ
と
が
で
き

る
カ
フ
ェ
や
飲
み
物
を
片
手
に
教
員
や
留
学

生
た
ち
と
気
軽
に
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
に
す
る
施
設
も
あ
り

ま
す
。

　

２
階
は
、
英
語
の
み
使
用
可
能
な
エ
リ
ア

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
駐
し
て
い
る
英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
の

指
導
の
下
、会
話
の
質
や
文
章
力
を
磨
く「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
エ
リ
ア
」
や
、
教
員

や
留
学
生
と
の
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ラ
ウ
ン
ジ
」
な
ど
が

あ
り
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
の
た
め
の
設
備
だ
け
で
な

く
、
人
工
芝
を
敷
き
詰
め
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
空

間
「
Ｔ
ｈ
ｅ 
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
や
、
大
型
チ
ェ

ス
や
モ
ノ
ポ
リ
ー
な
ど
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
、
学
習
で
疲
れ
た
頭
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
生
が
自
ら
課
題
を
発
見

し
、
他
者
と
の
協
働
学
習
を
通
じ
て
、
主
体

的
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
「
自
立

学
習
者
」
に
成
長
す
る
た
め
に
、
授
業
時
間

以
外
で
の
学
び
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
育
環
境

を
整
え
た
施
設
が
、「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
で
す
。

芝生を敷き詰めたリラックス空間「The Park」

―
―
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
を
建
設
し
た
こ
と
に

よ
る
、学
生
へ
の
影
響
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

完
成
か
ら
日
が
浅
い
の
で
、
学
生
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
分
析
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
利
用
者
は
、
月
間
延
べ
２
万
人

と
以
前
よ
り
も
２
〜
３
倍
に
増
加
し
て
お

り
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
面
談

回
数
も
、
ほ
ぼ
２
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
学
生
が
ど
ん
ど
ん
自
主
的
に
利

用
し
て
く
れ
る
よ
う
、
毎
日
で
も
来
た
く
な
る

よ
う
な
学
習
環
境
作
り
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
生
の
学
習
施
設
の
利
用
状
況

を
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
学
生
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
、
学
習
促
進
・
支
援
に
活
用
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
事
業
団
の
融
資
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
学
事
業
団
の
融
資
は
、
借
入
期
間
が
20

年
と
い
う
長
期
の
固
定
金
利
で
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
低
金
利
で
あ
っ
た

た
め
、
今
回
の
新
校
舎
建
設
に
当
た
り
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
学
事
業
団
の
受
配
者
指
定
寄
付

金
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

取
材
後
記

　

今
回
、「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

ま
る
で
外
国
に
い
る
の
か
と
錯
覚
す
る
よ
う

な
空
間
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
留
学
生
や
外

国
人
の
教
員
と
楽
し
そ
う
に
談
笑
や
学
習
を

し
て
い
る
学
生
の
明
る
い
笑
顔
で
し
た
。

　

そ
の
笑
顔
は
、
押
し
付
け
ら
れ
て
学
習
さ

せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
意
志

で
学
習
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
い
っ
そ
う
進
む
中
、

語
学
力
は
も
ち
ろ
ん
、
異
文
化
を
受
け
入
れ

る
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
自
ら
切

り
拓
い
て
い
く
力
を
備
え
た
人
材
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
８
」
で
身
に
つ
け
た
自
ら
積
極

的
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
彼
ら
が
社
会

に
出
た
時
に
大
き
な
財
産
に
な
り
、
世
界
の
さ

ま
ざ
ま
な
舞
台
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

取
材
に
当
た
り
、
お
忙
し
い
中
対
応
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
大
変
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

 

【
取
材　

企
画
室
】

最新設備を備えたBLS教室
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助
成
業
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一 

般 

補 

助

○
学
生
経
費
に
係
る
調
査
票
②
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

　

本
学
で
は
、
休
講
の
情
報
を
学
生
に
伝

達
す
る
手
段
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
等
を
用
い
て
い
ま
す
。こ
の
場
合
、

学
生
経
費
に
係
る
調
査
票
②
（
I
C
T
）

の
取
組
内
容
、「
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
」

の
「
教
員
か
ら
学
生
へ
の
授
業
関
連
情

報
の
伝
達
（
学
習
課
題
の
提
示
、
学
習

教
材
の
配
信
等
）」
に
該
当
し
ま
す
か
。

ＱＡ
該
当
し
ま
せ
ん
。
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
、
教
員
か
ら
学
生
に
授
業
の
課

題
や
教
材
の
配
信
等
を
行
っ
て
い
る
場
合
が

該
当
し
ま
す
の
で
、
単
に
休
講
や
教
室
変
更

等
の
事
務
的
な
案
内
を
行
っ
て
い
る
だ
け
の

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
学
で
は
、
他
大
学
の
授
業
を
受
信
で

き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
遠
隔
教
育
に
か
か
る
授
業
の
履
修

者
が
い
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
学
生
経
費

に
係
る
調
査
票
②
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
取
組
内

容
、「
遠
隔
教
育
」
の
「
他
大
学
等
で
行

わ
れ
る
授
業
の
受
講
ま
た
は
他
大
学
等

へ
の
授
業
の
配
信
」
に
該
当
し
ま
す
か
。

Ｑ

Ａ
該
当
し
ま
せ
ん
。
遠
隔
教
育
を
受
講
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
実
施
し
て
い
る
こ
と

が
要
件
と
な
り
ま
す
の
で
、
履
修
者
が
い
な

い
た
め
授
業
を
開
講
し
な
か
っ
た
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
教
員
経
費
に
係
る
調
査
票

　
（
教
育
研
究
補
助
者
）

　

本
学
で
は
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て

雇
用
し
て
い
た
大
学
院
生
を
、
こ
の
10
月

よ
り
３
月
ま
で
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
雇
用
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
教

員
経
費
に
係
る
調
査
票
（
教
育
研
究
補
助

者
）
の
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
そ
れ

ぞ
れ
に
１
名
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
か
。

ＱＡ
同
一
人
を
重
複
し
て
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
又
は
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
一
方

で
申
請
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

特 

別 

補 

助

○
大
学
院
等
の
機
能
の
高
度
化

　
（
大
学
間
連
携
等
に
よ
る
共
同
研
究
）

　

本
学
で
は
、
他
大
学
と
協
定
を
結
び
、

今
年
度
の
４
月
か
ら
共
同
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
協
定
で
は
研
究
終
了
後
に
研

究
成
果
を
収
録
し
た
紀
要
を
作
成
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
研
究
期
間
が

平
成
30
年
度
末
ま
で
の
２
年
間
の
た
め
、

今
年
度
中
に
紀
要
を
作
成
す
る
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
本
項
目
の
要

件
に
あ
る
「
共
同
研
究
の
研
究
成
果
を
収

録
し
た
紀
要
等
の
作
成
を
義
務
付
け
て

い
る
」
に
該
当
し
ま
す
か
。

ＱＡ
該
当
し
ま
す
。
共
同
研
究
に
関
す
る
紀

要
の
作
成
が
要
件
と
な
り
ま
す
が
、
協
定
等

に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
れ

ば
、
今
後
作
成
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
後
期
か
ら
開
始
す
る
共
同

研
究
に
つ
い
て
、
10
月
に
開
催
す
る
委
員

会
で
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
場
合
、
本
項
目
に
お
い
て
対
象

と
な
り
ま
す
か
。

ＱＡ
対
象
と
な
り
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
実

施
し
て
い
る
（
実
施
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ

る
）
共
同
研
究
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
大
学
等
の
国
際
交
流
の
基
盤
整
備

　
（
大
学
等
の
教
育
研
究
環
境
の
国
際
化
）

　

本
学
で
は
、
外
国
人
留
学
生
向
け
の
入

試
制
度
を
、
秋
季
で
は
な
く
春
季
に
実
施

し
て
い
る
の
で
す
が
、本
項
目
の
取
組「
留

学
生
向
け
の
入
学
選
抜
制
度
の
実
施
」
に

該
当
し
ま
す
か
。
ま
た
、
受
験
者
が
い
な

い
場
合
で
も
該
当
し
ま
す
か
。

ＱＡ
該
当
し
ま
す
。
当
該
年
度
中
に
入
学
す

る
留
学
生
を
対
象
に
選
抜
す
る
制
度
を
実
施

し
て
い
れ
ば
、
秋
季
入
学
で
は
な
く
春
季
入

学
で
あ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、

選
抜
自
体
を
前
年
度
に
行
っ
て
い
て
も
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
該
選
抜
制
度
の
受

験
者
が
い
な
い
場
合
で
も
、
募
集
を
行
っ
て

い
れ
ば
該
当
し
ま
す
。

学
校
法
人
か
ら
補
助
金
課
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ご
紹
介
し
ま
す

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
Ｑ
＆
Ａ

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

一
般
補
助

補
助
金
第
一
係　
　

☎
０
３（
３
２
３
０
）

　
　

７
３
０
０
〜
７
３
０
２
・
７
３
１
３

補
助
金
第
二
係

　
　

７
３
０
６
〜
７
３
０
８
・
７
３
１
４

特
別
補
助

特
別
補
助
第
一
係　

☎
０
３（
３
２
３
０
）

　
　

７
３
０
３
〜
７
３
０
５

特
別
補
助
第
二
係

　
　

７
３
０
９
〜
７
３
１
２

私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
２
９
５
・
７
２
９
６

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp
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共
済
業
務

　

退
職
等
年
金
給
付
は
、
加
入
者
と
学
校
法

人
等
の
両
者
の
負
担
に
基
づ
い
た
積
立
方
式

に
よ
る
年
金
制
度
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
加
入
者
期
間
（
70
歳
ま
で

の
期
間
に
限
り
ま
す
）
で
あ
る
各
月
に
つ
い

て
、
標
準
報
酬
月
額
・
標
準
賞
与
額
に
応
じ

た
掛
金
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
月

に
適
用
す
る
付
与
率
に
基
づ
く
付
与
額
を
算

定
し
、
付
与
額
と
こ
れ
に
対
す
る
利
子
（
基

準
利
率
に
基
づ
く
複
利
）
を
積
み
立
て
て
、

こ
れ
ら
を
原
資
と
し
て
、
将
来
、
年
金
を
受

給
す
る
し
く
み
で
す
（
図　

退
職
等
年
金
給

付
の
運
営
イ
メ
ー
ジ 

参
照
）。

　

毎
年
10
月
か
ら
適
用
す
る
基
準
利
率
に
つ

い
て
は
、
そ
の
年
の
９
月
30
日
ま
で
に
見
直

し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
国
債
の
利

回
り
（
10
年
国
債
応
募
者
平
均
利
回
り
の
直

近
１
年
間
又
は
５
年
間
の
平
均
の
い
ず
れ
か

低
い
率
）
を
基
礎
と
し
て
、
積
立
金
の
運
用

の
状
況
及
び
そ
の
見
通
し
並
び
に
国
家
公
務

員
共
済
組
合
の
基
準
利
率
を
勘
案
し
て
設
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
利

率
の
見
直
し
に
伴
い
、
年
金
現
価
率（
※
）も

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
10
月
か
ら
適
用
す
る
具
体
的
な

基
準
利
率
は
、
基
礎
と
な
る
国
債
の
利
回
り

が
マ
イ
ナ
ス
０
・
０
３
７
％
で
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、こ
れ
ま
で
の
０
・
32
％
か
ら
０
％

に
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
基
準
利
率
の
見
直
し
に
伴
う

29
年
10
月
か
ら
の
年
金
現
価
率
と
、
国
債
の

利
回
り
の
動
向
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〔
年
金
等
給
付
▼
年
金
等
給
付
の
概
要
▼

退
職
等
年
金
給
付
（
新
３
階
年
金
）〕
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

見
直
し
後
の
年
金
現
価
率
に
よ
る
29
年
10

月
か
ら
の
退
職
年
金
の
額
は
、
対
象
者
宛
て

改
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
標
準
報
酬
月
額
等
に
応
じ
た
掛
金

負
担
に
か
か
る
掛
金
率
及
び
付
与
額
算
定
に

か
か
る
付
与
率
に
つ
い
て
は
、
１
・
５
％
と

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
年
金
現
価
率
と
は

 　

基
準
利
率
や
死
亡
率
等
を
勘
案
し
、
終
身

に
わ
た
り
又
は
支
給
残
月
数
の
期
間
に
お
い

て
一
定
の
年
金
額
と
な
る
よ
う
算
定
す
る
た

め
の
率
で
、
こ
れ
に
は
、
終
身
年
金
現
価
率

と
有
期
年
金
現
価
率
が
あ
り
、
基
準
利
率
等

が
変
更
さ
れ
る
と
、
年
金
現
価
率
も
変
更
さ

れ
ま
す
。

 

医
療
費
通
知
の
送
付

10
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

業
務
部　

短
期
給
付
課

　

加
入
者
証
等
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、

窓
口
で
は
一
部
負
担
金
の
み
の
支
払
い
で
済
む

た
め
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額
が
分

か
り
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　

私
学
事
業
団
で
は
、
医
療
費
の
総
額
等
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
加
入
者
及
び
被
扶

養
者
に
医
療
費
の
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
健
康
管
理
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
下
旬
に
平
成

29
年
５
月
受
診
分
の
医
療
費
の
総
額
等
を
記

載
し
た
「
医
療
費
通
知
」（
加
入
者
宛
て「
親

展
」
扱
い
の
圧
着
は
が
き
）
を
学
校
法
人
等

（
任
意
継
続
加
入
者
は
届
け
出
住
所
）
宛
て

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
に
配
付
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

「
医
療
費
通
知
」
に
は
、
受
診
者
名
、
受
診

年
月
、
入
院
・
外
来
等
の
別
、
診
療
日
数
、

医
療
費
の
総
額
及
び
自
己
負
担
額
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
名
や
傷
病
名

等
、
内
容
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
。

● 

医
療
機
関
か
ら
本
事
業
団
へ
の
医
療
費
請

求
が
遅
れ
た
場
合
は
、
記
載
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
５
月
以
前
の
受
診
分
を
記
載

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

「
医
療
費
通
知
」
は
、
確
定
申
告
の
医
療

費
控
除
の
証
明
書
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

● 

一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
を
提
示
し
受
診
し

た
医
療
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

企
画
室

平
成
29
年
10
月
か
ら
の
基
準
利
率
及
び

年
金
現
価
率
（
退
職
等
年
金
給
付
）
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●積立共済年金（つみきょう）
募集期間　平成29年11月１日（水）～11月30日（木）

　　　　　私学事業団必着
　加入者が在職中に掛金を積み立て、その積立金と配当
金を原資として、退職（脱退）後に年金などを受け取る
ことができる公的年金を補完する制度です。
　月々2,000円（２口）の掛金から積み立てることができ、
運用予定利率は1.25％です。
　この制度には右の２コースがあります。
※ 積立金増額のため「中途一時払」の取り扱いができます。
　募集のパンフレットを加入者向広報「レター」11月号
に差し込んで送付しますので、加入者への配付をお願い
します。

●共済定期保険（きょうさいていき）
募集期間　平成29年10月16日（月）～11月17日（金）

　　　　　私学事業団必着
※ 例年より半月程、募集期間が早くなっていますので、
ご注意ください。

[ 共済定期保険専用フリーダイヤル　  0120（716）267　 平日：9：00～17：15 ]
　加入者の多様な保障ニーズに応えて、遺族年金や短期
給付などの公的保障制度を補完する制度です。
　コースの体系は右表のとおりです。
　募集に当たっては、個別案内付き申込書が入った封筒
を10月上旬に学校法人等宛てに送付しますので、加入者
に配付をお願いします。
　なお、今回の募集から「３大疾病保障コース」に新特
約を導入します。これに伴い、「３大疾病保障コース」
の既加入者については、新特約付加希望の有無を確認す
るため、「加入申込書兼告知書」の提出をお願いします。

　◆ １年ごとに収支計算し、剰余金が生じた場合は配当
金を還付します。

⎛
⎝
平成28年度配当率
家族年金コース・学校加入コース　約 45.04％
医療保障コース　　　　　　　　　約 47.29％

⎞
⎠

●各申し込み方法
　後期募集では、「新規加入」「コース加入」「口数の変更」さらに「被保険者の追加及
び脱退（共済定期保険のみ）」を受け付けます。
　積立共済年金の新規申し込みをする場合は「新規加入申込書」にて、すでに積立共済
年金に加入している人が他のコースに加入を希望する又は口数を変更する場合は「コー
ス加入・口数変更（増口・減口）申込書」にて申し込んでください。
　共済定期保険の申し込み（新規・変更・脱退）は、パンフレットに記載されている加
入資格（告知内容）、支払条件等を確認のうえ、「加入申込書兼告知書」にて手続きをし
てください。

　送付先　〒113－8441　東京都文京区湯島１－７－５　私学事業団　福祉部保健課貯金係

※より詳しく知りたい教職員を対象に、学校に訪問して説明会を開催します。ご希望の場合は保健課貯金係までお申し出ください。

自由選択コース
（一般生命保険料控除の対象）

満65歳までに２年以上掛
金を積み立て
→ 退職（脱退）後、年金・
医療保険・終身保険及
び一時金を複数選択可
能

家族年金コース 加入者が死亡又は高度障害になった
場合、一時金又は年金を給付します。
独身の人も加入することができます
（配当金を還付）。

３大疾病保障コース
３大疾病に加えて、こ
のたび７大疾病や上皮
内がんにも対応の二つ
の特約を導入！

長期休業補償コース
病気やケガで60日（免
責期間）を超えて就業
不能となったとき

学校法人等が保険料を負担し、加入
者へ弔慰金等を支給するなど福利厚
生制度を充実させることを目的とし
ています（配当金を還付）。

満65歳までに10年以上掛
金を積み立て
→ 退職（脱退）後、年金
又は一時金を選択

税制適格コース
（個人年金保険料控除の対象）

（主契約です）

医療保障コース
病気やケガで５日以上
入院したとき
（配当金を還付）

医療費支援コース
日帰り入院から保障そ
の他手術、女性疾病に
も対応

学校加入コース

積立共済年金・共済定期保険　後期募集（平成30年４月１日加入）
福祉部 保健課

申し込み方法

new
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事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

広
報
相
談
セ
ン
タ
ー　
広
報
班

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

1 私学共済事業トップページ

3 事務担当者用ページ

アクセス方法
１ 私学共済事業トップページの「事務
担当者用ページ ログイン 」をクリッ
クしてください。

２ 認証画面が表示されたら、ユーザー
名とパスワードを小文字で入力し、
「OK」をクリックしてください。「資
格情報を記憶する」をチェックする
と次回以降の入力を省略できます。

３  ご覧になりたい項目をクリックして
ください。

2 認証画面

　

私
学
事
業
団
で
は
、
介
護
に
関
す
る
ビ
デ

オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

●
貸
し
出
し
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

①
「 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ブ
ッ
ク　
新
し
い
介
護
基
本
の
き
」

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
枚
）

②
「
在
宅
介
護
教
室
」

　
（
ビ
デ
オ
全
５
巻
又
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
枚
）

③
「
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
介
護
」

　
（
ビ
デ
オ
全
８
巻
）

④
「
在
宅
介
護
の
基
礎
と
実
践
」

　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
10
枚
）

　

詳
し
く
は
、「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０
１
７

〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
46
頁
又
は
、
私
学
共

済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
福
祉
事
業
▼
と
く
と

く
情
報
▼
全
国
共
通
〕
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

　
「
介
護
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
借
入
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
共
済
業
務
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※ 

申
込
書
は
、「
私
学
共
済
ブ
ッ
ク
２
０
１
７

〔
保
健
・
宿
泊
編
〕」
２
０
５
頁
又
は
、
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
返
却
に
か
か
る
送

料
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

介
護
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
祉
部 

保
健
課

　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
事
務
担

当
者
用
の
専
用
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
、
日
常
の

共
済
事
務
を
行
う
た
め
の
基
本
的
な
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
し
て
い
る
情
報

　

共
済
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

 　

事
務
担
当
者
に
手
続
き
し
て
い
た
だ
く

私
学
共
済
制
度
に
関
す
る
日
常
業
務
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
概
要
を
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式

で
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

　

 　

ま
た
、
手
続
き
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
担
当
者
の
基
礎
知
識

　

 　

資
格
取
得
か
ら
の
手
続
き
フ
ロ
ー
や
標

準
処
理
期
間
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
関
係

　
 　

磁
気
媒
体
で
の
申
請
や
短
時
間
労
働
加

入
者
に
か
か
る
手
続
き
等
に
つ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

年
金
関
係

　

 　

老
齢
・
退
職
の
年
金
の
請
求
案
内
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
事
業
関
係

　

 　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
に
関

す
る
情
報
や
貸
付
け
償
還
額
の
試
算
表
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

私
学
共
済
制
度
の
刊
行
物

　

 　

事
務
の
手
引
、
事
務
担
当
者
連
絡
会
・

研
修
会
テ
キ
ス
ト
等
、
事
務
担
当
者
向
け

の
刊
行
物
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

私
学
共
済
制
度
の
沿
革

　

 　

昭
和
29
年
１
月
１
日
私
学
共
済
制
度
発

足
当
時
か
ら
の
沿
革
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

私
学
共
済
制
度
の
関
係
法
令
の
検
索

　

 　

私
学
共
済
制
度
の
関
係
法
令
の
検
索

は
、
リ
ン
ク
先
の
総
務
省
「
法
令
デ
ー
タ

提
供
シ
ス
テ
ム
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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NO

NO

　の写し

雇用保険に加入していましたか？

退職した勤務先に離職票の交付を希望しましたか？

雇用保険を受給しますか？

基本手当の日額が3,612円以上ですか？
（日額が分からない場合はYES」へ） ◎雇用保険受給資格者証の写し

受給中ですか？ 給付制限期間中ですか？ 手続き前ですか？ 受給を放棄しますか？

◎給付制限期間が明記されている
　雇用保険受給資格者証の写し
☆被扶養者取消申請書
☆同意書（雇用保険を受給する場合は
　　　   被扶養者取消を行う旨の同意書）

◆雇用保険被保険者離職票（1）（2）※２の写し
☆被扶養者取消申請書
☆誓約書（雇用保険受給資格者証の写しを
　　　　送付する旨の誓約書）
☆同意書（雇用保険を受給する場合は被扶養
　　　　者取消を行う旨の同意書）

◎雇用保険受給資格者証の写し
☆誓約書（受給放棄又は
　　　　延長する旨と受給する
　　　　場合は被扶養者取消申
　　　　請書を送付する旨の誓
　　　　約書）

受給を中断しますか？ ◎雇用保険受給資格者証の写し
☆「誓約書」（受給中断する旨と受給する場合は被扶養者取消申請書を送付する旨の
　　　　　　誓約書）

◎支給終了年月日が明記された雇用保険受給資格者証の写し

◆事業主による退職証明書及び雇用保険未加入証明書

◆雇用保険被保険者離職票（1）（2）※２の写し

☆誓約書（受給放棄又は延長する旨と受給する場合は

　　　　被扶養者取消申請書を送付する旨の誓約書）

◆雇用保険被保険者資格喪失確認通知書（被保険者通知用）※２
YES

YES

YES

YES

YES YES

YES

YES

YES YES

NO

NO

NONO

受給終了ですか？

NO

NO

退職した人を認定する場合は、雇用保険加入の有無の確認が必要になります。

次のフローチャートにしたがって添付書類を確認してください。

　　 　  YES　　◆退職した勤務先が発行する書類

　 　NO 　　◎ハローワークが発行する書類

  　　☆私学共済ホームページからダウンロードできる書類

※２　 退職した勤務先がハローワークに手続きをして交付されるため、退職した勤務先から受け取ることになり
ます。

● 雇用保険は給与と同じ性質のものとみなされます。受給期間が90日間で基本手当の日額が3,612円の場合は、
3,612円×90日＝325,080円で、受給総額は130万円未満ですが、年収に換算すると、3,612円×360日＝1,300,320
円となり、130万円以上となるため被扶養者にはなれません。つまり、日額3,612円以上受給している間は、被
扶養者として認定できません。

● 65歳以上の人で、退職を理由に申請する場合、雇用保険は一時金とみなされますので受給の有無は問いません。
● 「被扶養者認定申請書」及び「国民年金第３号被保険者資格取得・種別変更・種別確認（３号該当）届」は複
写式となっていますので、私学共済ホームページからはダウンロードできません。お手数ですが共済事業本部
又は各ガーデンパレス共済業務課（東京を除きます）まで連絡してください。

ポイント
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業
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　私学共済制度では、主として加入者の収入で生計を維持している加入者の配偶者や子などの家族のうち、私
学事業団で「被扶養者」として認められた人について、加入者と同じように病気やケガをしたときに保険診療
等の給付を受けることができます。
　被扶養者の認定申請の手続きは難しく、必要な添付書類が分からないという声が寄せられています。
　そこで、被扶養者の認定申請について具体的な事例を挙げて説明します。
　また、被扶養者の基本的な事項は、「事務の手引 平成29年版」97頁　第７章 被扶養者を参照してください。

被扶養者認定申請事例（退職した人の認定）
業務部 資格課

Ａ　被扶養者の認定基準となる収入要件は、現在の恒常的な収入※１によって算
定します。したがって、昨年の収入は認定限度額である130万円を超えて
いますが、現在は退職していますので被扶養者になることができます。

　　退職が認定の事由となりますので、前年の収入は問いません。
退職後の恒常的な収入は雇用保険の基本手当となりますが、受給を開始す
るまでは収入がありませんので、被扶養者になることができます。

　　※１　 給与収入、恩給、公的年金、個人年金、傷病手当金、失業給付金、
資産所得、事業所得などの収入で継続して入る、又は入る予定のも
のをすべて含みます。

　　【被扶養者認定申請書に添付する書類】
被扶養者を認定する場合は、加入者との続柄及び生計維持関係が確認できる書類が必要になりますので、
次の書類を添付してください。
① 続柄、生年月日を確認するために戸籍謄本等（加入者が世帯主の場合は、続柄（妻）が記載されている
住民票でも可。ただしマイナンバー記載のないもの）

②雇用保険離職票１、２の写し
③給付制限期間等の記載のある雇用保険受給資格者証の写しを後送する旨の誓約書
④給付制限期間等が終了した翌日で被扶養者の取り消しをする旨の同意書
⑤被扶養者取消申請書（給付制限期間等終了後に被扶養者を取り消すため、あらかじめ提出が必要です）
⑥「国民年金第3号被保険者資格取得・種別変更・種別確認（３号該当）届」
60歳未満の配偶者を認定する場合は、国民年金の第３号被保険者に該当しますので、第２号被保険者（加
入者）の勤務先である学校法人等を経由して本事業団に提出してください。被扶養者の認定証明等をし
た後、本事業団から管轄の年金事務所等に進達します。

⑦基礎年金番号の確認できる書類の写し
（注 ） 被扶養者の認定については、要件を備えた日から30日以内に申請書の提出がないと、本事業団が申請
書を受理した日（発信年月日が確認できる場合はその日）が認定日となります。

　　認定日前に病院にかかった医療費は全額自己負担となりますので、注意してください。

Ｑ　私の妻（60歳未満）は昨年の年収が400万円ありましたが、今年９月30日で退職しました。前年の収入が130万
円以上なので、被扶養者にはなれないのでしょうか。
また、雇用保険の基本手当を受給する予定ですが、自己都合退職のため受給は３か月後からとなります。受給
を開始するまでの間、被扶養者に認定されるとしたら申請にはどのような手続きをしたらよいですか。
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平成 2 9 年 1 0 月 1 日　第 2 3 8 号私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
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共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

共済業務

２日(月） 貸付  送金
６日(金) 貸付  ９月分定期償還期限
10日(火) 貯金  払込期限（必着）
13日(金) 貸付  11月2日送金申し込み・任意償還申出締め切り
16日(月) 共済定期保険  後期募集開始
20日(金) 貯金  送金　
23日(月） 貸付  送金

25日(水)
貯金  加入・金額変更・復活・払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

30日(月）
掛金等  ９月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  10月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日(火）
掛金等  ９月分納期限
貸付  11月22日送金申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール10

１日(水) 積立共済年金  後期募集開始
２日(木) 貸付  送金
６日(月) 貸付  10月分定期償還期限
10日(金) 貯金  払込期限（必着）
15日(水) 貸付  12月4日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール11

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

積立貯金　後期申し込み締め切り及び　　　　　残高通知書等の送付
① 積立貯金の後期加入申し込みは10月25日（水）（私学事
業団必着）までとなります。ご希望の場合はお早めに
お申し込みください。

② 「積立貯金決算明細書」は９月下旬から10月上旬に、
貯金者にかかる「積立貯金残高通知書」は10月中旬に、
学校法人等宛てに送付します。「積立貯金残高通知書」
は加入者に配付してください。 【福祉部　保健課】

年末調整用証明書の送付

①積立共済年金加入者
　 　９月下旬に、生命保険料控除のための証明書（個人
年金用・一般生命保険用）を積立共済年金加入者の届
け出住所宛てに送付しました。

　 　なお、平成29年10月１日新規加入者は初回掛金振替
後の10月下旬以降順次送付します。

②共済定期保険加入者
　 　10月中旬に、生命保険料控除のための証明書を共済
定期保険加入者の届け出住所宛てに送付します。

 【福祉部　保健課】
③住宅貸付借受者
　 　平成28年12月までに住宅貸付を借り受けた人の「住
宅借入金等特別控除」のための29年分「残高証明書」を、
10月中旬に学校法人等宛てに送付します。

　※ 29年中に住宅貸付を受けた人及び残高証明書交付
後、借入金年末残高等に異動が生じた人にかかる確
定申告用の「残高証明書」は、30年１月中旬に学校
法人等宛てに送付します。 【福祉部　貸付課】

④任意継続加入者
　 　平成29年分任意継続掛金の納付が10月初旬までに確
認されている人には、「平成29年分任意継続掛金納付
証明書」を10月下旬に送付します。 【業務部　掛金課】

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします
　団体信用生命保険は、住宅貸付を借り受けている加入
者が償還中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険
会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度（任意加
入）です。安心してマイホームに住み続けるために、住
宅貸付を申し込む際にはぜひ加入してください。
 【福祉部　貸付課】

加入者向広報「レター」11月号、
「私学共済ブック2017〔給付編〕」等の発送
　加入者向広報「レター」11月号、「私学共済ブック
2017〔給付編〕」等を10月中旬に学校法人等宛てに順次
発送します。送付部数は、９月末現在の加入者数です（後
期高齢者医療制度の被保険者となった人を含みます）。
詳しくは送付状を確認してください。
　到着しましたら、加入者への配付をお願いします。不
足の場合は広報班までご連絡ください。
 【広報相談センター　広報班】

貸付けの申込締め切り日に
ご注意ください
　11月２日送金分は10月13日（金）が申込締め切り日と
なります。締め切り日（毎月15日及び月末）が土・日
曜日又は休日のときは繰り上がりますので注意してく
ださい。 【福祉部　貸付課】

14
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）INFORMATIONINFORMATION

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

私立学校等からの研修生受け入れ

　私学事業団では、私立学校教育の振興に関する実務経
験等を通じ、当該私立学校等の運営の充実に資するため
の広い見識と実務能力の育成を図ることを目的として、
助成業務において私立学校等の職員を受け入れる研修制
度を設けています。
　平成30年度の研修生受け入れに関する募集要項は、10
月中旬にホームページ等でお知らせする予定ですのでご
覧ください。

 【総務部　人事課】
 　☎03（3230）7883・7884
 Eメール　jinji@shigaku.go.jp

平成29年度　私学経営情報センター
が行うサービスのご案内
　学校法人が行う経営改善の取り組みへの支援及び情報
の収集・提供を行っています。経営相談、財務分析、会
計処理、講師派遣など幅広いサービスを行っていますの
でご利用ください。
●主なサービスの内容
　◆経営相談
　◆財務分析等のデータ提供
　　① 学校法人が直接、データや分析資料等を出力閲覧

できるシステム（私学情報提供システム）を提供
しています。

　　　※ ご利用には、私学事業団が発行する電子認証が
必要です。

　　② 学校法人からの依頼に応じて資料を作成・提供し
ています。

　◆会計処理等の相談
　　 　会計処理や実務上の取り扱い等の質問にお答えし

ています。
　◆学校法人等が主催する研修会への講師派遣
　　　本センターの職員を講師として派遣しています。
　◆各種セミナーの開催
　　　学校経営等に関するセミナーを開催しています。
　詳細は、本事業団ホームページ〔助成業務のご案内▶経
営支援・情報提供〕をご覧ください。

　【私学経営情報センター　私学情報室】
　　　☎03（3230）7846～7848（会計相談、データ提供）
 7838（講師派遣）
 7849・7850（セミナー）
　　　Ｅメール　center@shigaku.go.jp
　【私学経営情報センター　経営支援室】
　　　☎03（3230）7828・7830・7832（経営相談）
　　　Ｅメール　shien@shigaku.go.jp

私立大学等経常費補助金の申請等に
ついては電子窓口をご確認ください
　私立大学等経常費補助金の調査票及び事務連絡等を
「電子窓口」に掲載していますので、定期的にご確認く
ださい。
　10月は、「平成29年度教員経費に係る調査票」「平成29
年度学生経費に係る調査票」「平成29年度認証評価経費
調査票」等について掲載する予定です。

 【助成部　補助金課】　　　　　　　　      
 ☎03（3230）7300~7314
 Ｅメール　hojokin@shigaku.go.jp

「月報私学」の回覧にご協力ください

　「月報私学」は、学校法人等宛てに送付しています。
　限られた部数の送付となりますので、本誌を広くご活用いただくために
も、法人等内での各部署への回覧にご協力くださるようお願いします。
　また、私学事業団ホームページ〔広報誌・刊行物一覧▶月報私学〕にも
掲載していますのでご活用ください。

15
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（禁無断転載） 

融資事業 の ご 案 内

宿泊 施 設 の ご 案 内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます
http://www.shigakukyosai.jp/

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（平成29年10月１日現在）

主な事業内容
返済期間

20年以内
(うち据置２年)

10年以内
(据置年数含む)

６年以内
(据置年数含む)

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％

0.60 0.31 0.41
寄宿舎やセミナー
ハウスなどの建
築・用地取得

0.70 0.41 ―

園バスや備品など
の購入 ― 0.31

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.31
※ 金利は毎月見直しています。なお、契約時の金利が償還完了まで
の固定金利となります。

ご相談はお早目にどうぞ

耐震化をお考えの際はまずはご相談ください！

校舎・園舎などの耐震化（耐震改築・耐震改修）に
私学事業団の融資をご利用いただくと、要件を満た
した場合、国の利子助成が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

そのほか耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、
機器備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整備
計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
http://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

※ 事業を行う学校の種類や事業内容により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

※ 融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

１泊２食（２名１室/１名様）　14,000円
取扱期間：通年（毎週火曜日及び年末年始を除きます）

庭園に囲まれた広島屈指の料亭「半べえ」で夕食を
お召し上がりいただくプランです。
併設する「半べえ温泉」の入浴券も付いています。
当館からタクシーで約15分、無料送迎付きです。
※２名様からご予約を承ります。
※ご予約・キャンセルともに２日前までとなります。

11月中旬より奥湯河原の「もみじの郷」や「万葉公園」の紅葉が見頃になります。
散策の後、源泉掛け流しの温泉でお過ごしください。

お刺身コース
１泊２食（２名１室/１名様）13,300円
取扱期間：通年（年末年始を除きます）
会席コースのお刺身をちょっと贅沢にしています。
その他、「金目鯛コース」（１泊２食11,800円）も
ご用意しています。
※各コース２名様からご予約を承ります。

庭園会席（温泉＋送迎付）プラン

〒732-0052　広島市東区光町1-15-21　☎082（262）1122（代表）
（JR「広島」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-hiroshima.com/

〒732-0052　広島市東区光町1-15-21　☎082（262）1122（代表）
（JR「広島」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-hiroshima.com/

HOTEL, BANQUET& RESTAURANT

湯河原　 敷
しき

　島
しま

　館
かん 〒259-0314　神奈川県足柄下郡湯河原町宮上745　☎0465（63）3755

（JR「湯河原」駅から「奥湯河原」行き又は「不動滝」行きバスで「美術館前」下車、
すぐ前）

庭園

夕食（イメージ）

温泉

万葉公園紅葉お刺身コース（盛り合わせは３名様分）（イメージ）

料亭「半べえ」
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